
 

 

       

校長  竹越 典子 

寒い日が続いていますが、２月３日は節分、４日は立春、暦の上では間もなく春となります。 

校庭には、１年生が植えたチューリップの芽が顔を出し始めました。「私のチューリップは黄色がいい

な。」「早く大きくな～れ！」と、子供たちの元気な声。毎朝登校してすぐに水をたっぷりあげています。ま

た、寒さは厳しいですが、よく見ると桜の木には「花芽」がついています。暦の上では「大寒」から「立春」

にかけ、最も寒い時期です。しかし、春のわずかなひとときに美しく花開くための準備が始まっていること

を実感します。 

桜は花が散ってから少し経つと次の年に花を咲かせる準備を始めます。７月頃には「花芽」ができて

いるそうです。しかし、すぐには花を咲かせません。寒い冬に花が咲かないように暑い夏から秋にかけて

長い休みの期間に入ります。そして、冬の寒い空気にさらされると、 

少しずつ眠りから目覚め「花芽」が大きくなっていき、３月下旬ごろ 

から開花が始まります。つまり、桜は耐えて寒さを受け入れ、開花の 

力に変えているのです。桜が目覚めるスイッチは、この寒さというこ 

とです。 

人の成長も冬の時期があることで春がきます。準備の時期があるからこそ高くジャンプができるので

す。このことを学校での生活に置き換えてみます。この３学期は、次の学年へ向けての準備期間です。２

月・３月は、次の学年になるための行事や活動が多く予定されています。２月中旬から行われます授業

参観・懇談会では、どの学年も１年間の成長を確認する場となります。寒い時期にこそ、準備のスイッチ

を ONにして、４月には美しく花開くために、素晴らしいスタートが切れるようにしておくことが大切だと感

じます。 

そして、塚越小には他にも、この寒さにじっと耐え２月・３月に姿を 

あらわすカエルたちがいます。大きさが１５センチから２０センチほど 

の、なんとも大きいカエルたちが、１０匹前後います。最初に見たとき    

は本当にビックリしましたが、今では、早く出てこないかなと楽しみに 

しています。そして、そのカエルたちを見て、気を引き締めています。 

 

まだまだ寒さが続きます。手洗い・うがい、食事・休養・睡眠等、 

感染防止に引きつづきご協力をお願いいたします。 
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